
 図1  マリの中庭型住宅 
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マ
リ
共
和
国
（
以
下
、
マ
リ
）
で
は
、
２３
の
民
族
が

住
み
、
こ
と
ば
も
文
化
的
背
景
も
異
な
る
が
、
住
居
の

形
態
が
家
族
の
あ
り
方
や
特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
。

ど
の
民
族
の
住
居
で
も
、
家
長
・
男
性
・
女
性
・
子
ど

も
と
い
っ
た
家
族
構
成
員
ご
と
の
居
場
所
、
家
畜
小

屋
や
菜
園
の
場
所
な
ど
、
空
間
が
役
割
ご
と
に
分
か

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
マ
リ
の
空
間
的
特
徴
と
家
族

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

   

　
マ
リ
は
、
１
９
６
０
年
９
月
２２
日
に
フ
ラ
ン
ス
か

ら
独
立
を
果
た
し
た
西
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国
で
、
国

土
総
面
積
は
約
１
２
４
万
１,
２
３
８
 km2
、
北
部
は
サ

ハ
ラ
砂
漠
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
首
都
は
マ
リ
西

南
部
の
山
に
囲
ま
れ
た
平
原
に
あ
る
バ
マ
コ
で
あ
る
。

人
口
は
約
１,
４
５
２
万
人
（
２
０
０
９
年
）
で
、
マ 

ン
デ
系 (

バ
ン
バ
ラ
族
、
マ
リ
ン
ケ
族
、
ソ
ニ
ン
ケ
族)

、

プ
ル
族
（
フ
ラ
ニ
族
）、
ボ
ル
タ
族
、
ソ
ン
ガ
イ
族
、
ト

ゥ
ア
レ
グ
族
、
ム
ー
ア
族
、
ド
ゴ
ン
族
な
ど
２３
以
上
の

民
族
で
構
成
さ
れ
る
。
公
用
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ

る
が
、
バ
ン
バ
ラ
語
、
フ
ル
フ
ル
デ
語
、
ソ
ン
ガ
イ
語
、

タ
マ
シ
ェ
ク
語
等
の
言
語
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い

る
。
宗
教
は
イ
ス
ラ
ム
教
が
９０
％
、
伝
統
的
宗
教
が
９

％
、
キ
リ
ス
ト
教
が
１
％
と
さ
れ
て
い
る
。
気
候
は
大

き
く
乾
季
（
１１
月
〜
５
月
）
と
、
雨
季
（
６
月
〜
１０
月
）

の
２
つ
に
分
か
れ
る
。 

   

　
マ
リ
で
は
、
民
族
に
よ
っ
て
住
居
（
以
下
、
画
地
）

の
構
成
や
部
屋
の
配
置
に
差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

画
地
を
構
成
す
る
部
屋
の
形
態
は
類
似
し
て
い
る
も

の
が
多
い
。
マ
リ
の
住
居
形
態
を
①
農
村
部
②
伝
統

的
都
市
部
に
分
け
て
概
要
を
述
べ
た
い
。 

 

農
村
部
の
画
地
の
概
要 

 

　
農
村
の
画
地
の
空
間
は
、
拡
大
家
族
（
１
０
０
人
以

上
の
場
合
も
あ
る
）
が
必
要
と
す
る
「
寝
る
所
」「
調

理
す
る
所
」「
穀
物
を
保
管
す
る
所
」「
家
畜
を
夜
間
に

入
れ
て
お
く
所
」「
食
べ
る
所
」「
団
ら
ん
す
る
所
」「
工

芸
品
等
の
加
工
作
業
を
行
う
所
」
な
ど
が
中
庭
を
中

心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

　
バ
ン
バ
ラ
族
の
家
屋
（
以
下
、
部
屋
）
に
は
、
円
形

タ
イ
プ
と
方
形
タ
イ
プ
と
２
つ
の
型
が
あ
る
が
、
そ
の

構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
屋
根
は
円
錐
状
に
、
あ
る
い
は

角
錐
状
に
組
ん
だ
木
の

上
に
、
サ
バ
ン
ナ
に
生
え

て
い
る
禾
本
科
の
草
を

葺
く
。
壁
は
、
日
干
煉
瓦

を
積
み
上
げ
、
そ
れ
を
土

や
ウ
シ
の
糞
で
塗
り
固

め
る
。
窓
は
少
な
い
か
ま

た
は
無
く
、
出
入
口
は
１

つ
だ
け
作
り
、
木
製
の
開

き
戸
を
付
け
、
鍵
を
お
ろ

す
。
部
屋
の
大
き
さ
は
円

 

か   

ほ
ん 

マ 

リ 

の 

概 

要

マ
リ
の
住
居
の
概
要
と
家
族
の
形
態

は 

じ 

め 

に
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図2  ドゴン族の画地 
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形
・
方
形
の
い
ず
れ
も
１
室
だ
け
で
、
１５    
 m2
〜
２０    
 m2
で

あ
る
。
こ
う
し
た
部
屋
が
、
中
庭
を
囲
ん
で
１０
棟
前
後

集
ま
り
、
バ
ン
バ
ラ
族
の
画
地
が
形
成
さ
れ
る
。
中
庭

に
は
井
戸
が
掘
ら
れ
、
大
き
な
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

家
庭
菜
園
が
あ
り
、
構
成
員
の
部
屋
以
外
に
、
台
所
や

水
浴
び
も
で
き
る
便
所
が
あ
る
。
画
地
の
入
口
は
１
つ

で
、
そ
の
付
近
に
は
最
低
で
も
１
棟
の
接
待
用
の
部
屋

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
入
口
か
ら
見
た
部
屋
の
配
置
に

よ
っ
て
、
そ
こ
で
寝
る
居
住
者
の
身
分
が
表
わ
さ
れ
る
。

中
庭
の
奥
に
は
主
人
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
妻
た

ち
の
部
屋
、
息
子
た
ち
の
部
屋
、
主
人
の
兄
弟
家
族
の

部
屋
が
並
ん
で
い
る
。 

　
ド
ゴ
ン
族
の
画
地
は
、
前
述
の
バ
ン
バ
ラ
族
の
画

地
と
は
構
造
的
に
、
ま
た
、
材
料
的
に
類
似
し
て
い
る

部
分
は
多
い
が
、
部
屋
の
配
置
に
対
す
る
考
え
方
が

異
な
っ
て
い
る
。
ド
ゴ
ン
族
の
画
地
の
部
屋
の
配
置

に
は
、「
人
間
」
が
右
横
に
寝
て
い
る
姿
が
表
現
さ
れ

て
お
り
、
全
体
が
卵
の
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
「
卵
型
住
宅
」
の
、
頭
の
部
分
に
は
工

作
場
、
足
の
部
分
に
は
お
祈
り
（
礼
拝
）
の
場
、
手
の

部
分
に
は
女
性
た
ち
の
部
屋
、
胸
の
部
分
に
は
家
族

の
場
が
配
置
さ
れ
る
。 

 

歴
史
的
・
伝
統
的
都
市
の
画
地
の
概
要 

 

　
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
的
都
市
で
あ
る
ト

ン
ブ
ク
ツ
（Tom
bouctou

）
と
、
ジ
ェ
ネ
（D

jenne

）

で
発
展
し
て
き
た
建
築
様
式
は
ス
ー
ダ
ン
様
式
で
あ

る
。
ス
ー
ダ
ン
様
式
は
、
８
〜
９
世
紀
に
西
ス
ー
ダ
ン

（
現
在
の
マ
リ
）
で
生
ま
れ
た
建
築
様
式
で
あ
り
、
都

市
型
建
築
様
式
と
し
て
普
及
し
た
の
は
１４
世
紀
頃
で

あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
様
式
の
画
地
は
、
四
角
い
中
庭
の
周

り
に
平
屋
の
部
屋
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
壁
は
日
干
煉
瓦
を
積
ん
で
、
泥
の
モ
ル
タ
ル
で

固
め
、
そ
の
表
面
に
草
や
米
の
籾
等
を
混
ぜ
て
発
酵

さ
せ
た
泥
が
塗
っ
て
あ
る
。
屋
根
は
泥
で
、
そ

れ
を
支
え
る
の
は
ヤ
シ
の
木
の
小
梁
と
藁
の

ゴ
ザ
で
あ
る
。
入
口
付
近
に
玄
関
が
設
け
ら
れ
、

玄
関
の
横
に
主
人
室
、
妻
た
ち
や
他
の
構
成
員

の
部
屋
、
倉
庫
、
台
所
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

倉
庫
や
台
所
は
中
庭
に
面
し
、
部
屋
と
中
庭
の

間
に
は
ベ
ラ
ン
ダ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
屋
上

を
テ
ラ
ス
と
し
て
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。 

 

バ
マ
コ
の
中
庭
型
在
来
住
宅
の
概
要 

 

　
バ
マ
コ
で
見
ら
れ
る
中
庭
型
在
来
住
宅
は
、

敷
地
条
件
に
よ
っ
て
様
々
だ
が
、
部
屋
等
が
四
角
い
形

態
に
な
っ
て
い
る
。
中
庭
を
持
つ
と
い
う
点
で
、
農
村

部
や
歴
史
的
都
市
部
で
見
ら
れ
る
伝
統
的
住
居
と
共

通
点
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
影
響
は
住
空
間
構
成

要
素
や
壁
の
材
料
等
に
も
見
ら
れ
る
。
バ
マ
コ
の
中
庭

型
在
来
住
宅
は
、
高
さ
１
・
５
〜
２
ｍ
ほ
ど
の
土
の
日

干
煉
瓦
ま
た
セ
メ
ン
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
塀
に
囲
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
画
地
に
は
中
庭
が
あ
り
、
中
庭
に

は
木
と
井
戸
等
が
あ
る
。
塀
に
沿
っ
て
平
家
の
寝
室
棟
、

台
所
、
ト
イ
レ
、
倉
庫
が
並
ん
で
い
る
。
寝
室
棟
に
は

寝
室
が
複
数
並
ん
で
お
り
、
寝
室
の
手
前
に
は
前
室
が

設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
寝
室
と
中
庭
の
間
の

緩
衝
空
間
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

      

玄
関
室
の
位
置
づ
け
と
社
会
的
役
割 

 

　
マ
リ
帝
国
や
バ
ン
バ
ラ
王
国
な
ど
で
か
つ
て
、
王
様
の

集
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
玄
関
室
（BU

LO
W

）
は
、

今
で
も
マ
リ
の
伝
統
的
な
住
居
で
は
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。KAM

ALEN
 BU
LO
W

、

FAM
A BU

LO
W

、BU
LO
W
 BA

、BU
LO
W
 N
I

な
ど
、
修

飾
語
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
集
会
場

や
裁
判
所
な
ど
の
意
味
を
示
し
、
玄
関
室
が
住
居
で
は

最
も
重
要
な
空
間
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

　
も
う
一
方
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
は
、
人
間
関
係
の
あ

り
方
や
家
族
の
あ
り
方
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

 

マ
リ
の
家
族
の
日
常
生
活
と

居
住
空
間
の
特
徴

―
中
庭
・
玄
関
室
の
役
割
と
位
置
づ
け
―

家族のつながりの多様なあり方 Ⅱ
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 京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
総
合
人
文
学
科
現
代
文
化
表
現

コ
ー
ス
准
教
授
。
1
9
6
6
年
マ
リ
共
和
国
生
ま
れ
。
中

華
人
民
共
和
国
・
北
京
語
言
学
院
（
現
・
北
京
語
言
大
学
）

に
留
学
。
そ
の
後
、
南
京
東
南
大
学
で
建
築
学
を
学
び
、

卒
業
後
は
京
都
大
学
大
学
院
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
な
ど

を
経
て
現
在
に
至
る
。
研
究
対
象
は
住
宅
計
画
・
住
ま
い
・

住
み
方
の
研
究
。
住
宅
デ
ザ
イ
ン
と
生
活
様
式
の
関
連
を

様
々
な
国
で
調
査
し
て
い
る
。 

マ
リ
も
例
外
で
は
な
く
、
人
種
や
宗
教
ま
た
は
家
長

の
社
会
的
立
場
に
よ
っ
て
住
居
の
空
間
配
置
や
住
居

の
ま
ち
の
中
で
の
位
置
付
け
が
異
な
っ
て
く
る
。
特

に
、
玄
関
室
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
ス
ー
ダ
ン
様
式
の

建
築
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
今
で
も
ア
ト
リ

エ
、
店
、
コ
ー
ラ
ン
学
校
、
団
ら
ん
の
場
、
家
長
の
個

室
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
多
様
な
使
わ
れ
方

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
じ
る
家
族
に

と
っ
て
は
、
男
性
と
女
性
の
領
域
が
は
っ
き
り
と
分

か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
玄
関
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
歴
史
都
市
の
住
民
は
、
玄
関
室
が
存

在
し
な
い
画
地
は
「
家
」
で
は
な
い
と
語
っ
て
い
る
。 

 

生
活
行
動
と
家
族
の
あ
り
方 

 

　
首
都
バ
マ
コ
の
よ
う
に
外
部
か
ら
の
人
口
流
入
が

多
い
都
市
で
は
、
伝
統
的
な
中
庭
を
中
心
と
す
る
住

宅
に
、
血
縁
関
係
の
な
い
複
数
世
帯
が
居
住
す
る
こ

と
も
多
い
が
、
就
寝
以
外
の
全
て
の
生
活
行
動
を
中

庭
で
行
う
生
活
様
式
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
中
で
、
中

庭
が
共
同
生
活
に
対
処
で
き
る
柔
軟
な
空
間
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
居
住
者
は
、
中
庭
で
行
動

を
行
う
時
に
用
具
を
マ
ー
カ
ー
的
に
置
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
行
動
に
必
要
な
場
所
を
確
保
す
る
。 

　
マ
リ
の
住
居
で
は
、
中
庭
や
玄
関
室
な
ど
の
よ
う

な
緩
衝
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
空
間
の
い
ず
れ
か
ま

た
は
両
方
を
残
し
つ
つ
、
部
屋
の
増
改
築
が
行
わ
れ

る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
リ
の
家
族
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
は
夫
婦
の
結
婚
期
の
「
創
成
期
」、

第
一
子
た
ち
の
自
立
と
成
長
と
、
第
２
婦
人
の
婚
姻
の

「
成
長
期
」、
第
二
子
た
ち
の
自
立
と
成
長
と
第
３
婦
人

や
第
４
婦
人
の
婚
姻
の
「
安
定
期
」、
子
ど
も
た
ち
の

独
立
の
「
解
体
期
」
に
分
け
ら
れ
る
。
家
族
の
解
体
は

固
定
の
「
か
ま
ど
」
の
増
減
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
マ
リ
で
世
帯
と
は
、
同
じ
「
か
ま
ど
」
の
ご
飯

を
食
べ
る
も
の
を
い
う
。
複
数
世
帯
が
中
庭
に
居
住
す

る
場
合
、
同
じ
場
所
で
時
間
を
ず
ら
し
て
行
動
を
行
っ

た
り
、
同
じ
場
所
で
同
じ
時
間
で
行
動
を
行
っ
た
り
、

様
々
な
形
の
「
行
動
場
所
の
共
有
」
が
見
ら
れ
、
生
活

行
動
の
行
わ
れ
る
時
間
帯
と
場
所
が
世
帯
間
で
柔
軟

に
調
整
さ
れ
る
。 

   
　
マ
リ
の
住
居
で
は
、
部
屋
の
増
改
築
の
ほ
と
ん
ど
は

家
族
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
住
居
の
形
態
は
、
家
族
の
あ
り
方
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
近
代
化
が
進
ん
で
い
な
い
農
村
部
で
は
、
本

来
の
家
族
形
態
と
居
住
形
態
が
残
る
一
方
、
都
市
部

で
は
拡
大
家
族
の
解
体
、
つ
ま
り
世
帯
や
家
族
の
共

同
性
の
高
さ
や
安
定
性
の
象
徴
で
あ
っ
た
固
定
の
「
か

ま
ど
」
が
複
数
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

核
家
族
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
複
数
の
非
血
縁
世
帯
の

集
合
居
住
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
農
村

出
身
者
が
多
く
居
住
し
て
い
る
都
市
に
お
い
て
は
、
農

村
の
居
住
形
態
の
影
響
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ

リ
の
家
族
の
あ
り
方
が
、
根
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
住
居
は
そ
の
居
住
者
の
生
活

文
化
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
族
と
と
も
に
成
長

し
、
安
定
し
て
、
ま
た
再
生
さ
れ
る
有
機
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
マ
リ
の
事
例
を
通
し
て
分
か
る
。 
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